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「とうほくプロコン」について



もの作りの楽しさを気軽に体験して欲しいという想いから、

2019年より仙台高等専門学校とPCN仙台の共催で「みやぎプロコン」としてスタート。

2022年に「とうほくプロコン」にエリアを東北全域に拡大開始。

応募する事だけを目的とせず、コンテストをきっかけにプログラミングやもの作りの楽しさを知り、

ITリテラシーが向上し、創造性豊かな人材が多く輩出されることを主たる目的とします。

同時に大人の方々の理解が深まり、地域全体で子ども達を育むようになることを期待します。

『とうほくプロコン』とは

東北の小中学生を対象としたプログラミングコンテスト

地域課題をITで解決作品プレゼンテーション事前ワークショップ 発想力を重視



第1回（2019） 第2回（2020） 第3回（2021） 第4回（2022）

開催履歴

過去4回開催 ～小中学校等にチラシやポスターを配布～



◼ 最終審査会・表彰式

2022年11月6日(日) 

◼ 会場

仙台国際センター 会議棟3階「白橿1」

◼ 特徴

• テーマ部門拡充（5テーマ）

• Youtubeリアル配信

• 協賛企業＆賞品提供企業（18社）

• 前夜祭開催

• 学校への表敬訪問

◼ 最終審査会の様子

参加者：約200名オーバー

https://tohokuprocon.jp/award/gallery.html

とうほくプロコン2022

https://tohokuprocon.jp/award/gallery.html


2022年度  協賛企業

協 賛

賞品スポンサー



最終審査会／表彰式 ～ 子ども達が主役！～



表敬訪問（2021年～）

受賞者の学校に表敬訪問

2021年より、各部門の最優秀賞の方が通う学校に表敬訪問を行っております（許諾の場合）

学校展示用の表彰状および副賞などを贈呈させていただいております。

テーマ部門に於いては、可能な場合は行政担当者も同行していただきます。

学校・地域全体として、子ども達がICTに楽しく取組める環境作りに効果を発揮しております。



第5回（2023年度）開催要綱

注）要綱はUPDATEされる可能性がございます



【 主 催 】

とうほくプロコン実行委員会

【 共 催 】

仙台高等専門学校、仙台市、PCN仙台

【 後 援 】 ※予定含む

宮城県、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、女川町教育委員会（宮城県）、宮城県高度情報化推進協議会、

酒田市（山形県）、三戸町教育委員会（青森県）、MASP（東北大学）、宮城大学 ※予定含む

【 協 力 】

さくらインターネット株式会社

【 対 象 者 】

東北地方の小中学校および団体、東北地方在住の小中学生。また条件を満たす参加者で構成される団体

【 部 門 】

・学校部門（共通テーマに対して学校単位での応募 ※フリースクール等を含む）【New】

・地域テーマ部門（複数の地域テーマ）

・フリー部門（ソフトウェア、ロボット・電子工作 などジャンル問わず）

※2023年8月9日現在

基本要綱



【 最 終 審 査 会 】

2024年3月 仙台市内にて開催予定

【 審 査 員 】  （ 五 十 音 順 、 敬 称 略 ※ 予 定 ）

・大橋 太郎 名著「マイコンBASICマガジン」生みの親

・今野 彩子 株式会社ユーメディア 取締役

・澤田 惠介 仙台高等専門学校 校長

・関 治之 Code for Japan 代表理事

・福野 泰介 IchigoJam開発者、jig.jp 会長

※ テーマ提供の行政・団体から各1名の審査員（担当テーマ部門のみを審査）

【 賞 】

・各部門最優秀賞

・オーディエンス賞 【New】

・協賛賞

・特別賞 他

基本要綱
※2023年8月9日現在



2023年度の特色

「共通テーマ部門」を新設。1つのテー

マに対して学校単位で作品を応募。

最優秀校にはトロフィーを授与し、翌年

の最終審査会で返還。学校の担当者が変

わっても、チャレンジ精神が引き継げる

ように…という想いを込めます。

オーディエンス賞学校単位で応募 年間を通じて

「オーディエンス賞」を新設。

審査員の評価だけではつまらない！

最終審査会の会場に来ている方々（オン

ラインもあり？）の投票で決定する、栄

誉ある賞を新設します。

評価軸は複数あるべき…を実践します！

プログラミング＆もの作りの楽しさを、

年間を通して体験出来る機会を提供。

「放課後ICT体験」「親子ワークショッ

プ」など。

地域全体で子ども達を育む…そんな社会

を作る為に、とうほくプロコンは挑戦し

続けます。



2024年3月
審査会・表彰式

仙台市内で開催予定

2024年2月
応募作品1次審査

2023年12月20日 ～
2024年1月31日

作品応募期間

2023年10月～
チラシ＆ポスター配布

2023年9～12月
事前イベント

ワークショップ開催

2022年4月～7月
開催概略決定

開催告知開始（HP等）
プレスリリース

2023年度スケジュール（予定）

※2023年7月14日現在



応援サポーター制度



多くの皆さまに応援いただくことで、次代を担っていく子供たちにとって必要な

ICT体験機会の拡充とコンテストの成功に向けて取り組んでいきたいと考えおります

一人でも多くの子どもたちが活躍できるよう、

共にコンテストを盛り上げてくれる応援サポーターを募集します（別紙参照願います）

子供たちの夢やチャレンジを応援！

とうほくプロコンの想い
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